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第２０回 ふれあいボウリング大会 

～ＩＮ 宇都宮第二トーヨーボウル～ 

平成２６年３月７日に宇都宮第二トーヨーボウルで開催された第２０回ふれあいボ

ウリング大会に山本大達さん、望月利浩さんが一般男子の部で出場しました。 

山本さんが優勝、望月さんが準優勝という好成績を収めることができました。 

 

結果 
優勝   山本大達 ３２１ピン（１６６－１５５） 

準優勝  望月利浩 ３１１ピン（１５２－１５９）  

山本さんの感想 
ボーリング大会にいきました。 

さいしょもっち（望月さん）がストライクとって、もっちにつづいてストライ

クとれました。さいしょはもっちにまけるかとおもってたんだけど、さいごにも

っちにかててよかったでした。ぜんこくたいかいにいけるかわかんないけど、ぜ

んこくたいかいでもっちとぼくでがんばりたいとおもいました。 

望月さんの感想 
 前回まえのしせつでやった時１５０点出して、優勝して全国大会えらばれて、

今回も準優勝してよかったです。 

 全国大会えらばれたいです。 
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研修を受けた感想  サポートセンターきりん 疋田友子様 
当事者の方のお話を聞く機会をいただきありがとうございました。どんなお話が聞けるのか、

楽しみにしておりました。 

「自分で自分のことを明らかにしていく」という作業は、私でも辛かったり、大変だったりす

るのに、知らない大勢の前で話をするというのは、ご本人たちにとってとても大変なことだった

かと思います。 

そんな中、自分でも辛かったことも含めて、話をしてくれたことに感謝します。 

話を伺うなかで、やはり感じたのは「そばに誰かがいてくれる。」という実感が必要というこ

とでした。物理的に「誰かがいつも」というよりも、「自分の心の中や気持ち」のつながりで、

誰かがいてくれることが重要なのではないかと思いました。 

石川さんがいつもお話ししてくださる「関係性の支援」ということを、当事者の方の声を聞く

ことで、改めて気づかされました。 

インタビュー形式も、とても新鮮でした。自分たちも利用者さんと話をするときに、こころが

けないとなと思いました。 

本人が発した言葉を受け止めたり、繰り返したり、「それから？」と言葉をつなげたり、「こ

ういうことね。」と言い換えたり…とても参考になりました。 

「受容する」、「寄り添う」ということを、目の前で見ているようで、「ああ、こういうこと

なのか…。」と納得してしまう状況でした。 

相談支援の現場では、じっくり話を聞くという場面を設定するのは難しいけれど、長い付き合

いになってから、このような時間も必要なのではないかと思いました。本人の気持ちに寄り添う

ことがすぐに上手くできるとは限りませんが、積み重ねていけたらいいなと思います。 

また機会がありましたら、別の方の話や、今「かりいほ」での生活についてもお聞きしたいで

す。お話をしてくださったお二人に感謝の意をお伝えください。 

 

「生きにくさ」を抱えた当事者の人生の語り 

平成２６年２月６日、とちぎ福祉プラザで「生きにくさ」を抱えた当事者の人生の語りを開催

しました。これは平成２５年度共生社会を創る愛の基金助成事業の一環です。紫野の会が主催

し、栃木県地域生活定着支援センターの協力を得て実施しました。当日は県内の福祉関係者を中

心に約３０名が参加しました。 

「かりいほ」は昭和５４年の開設からの実践を経て、利用者を「生きにくさ」を抱えた人たち

と捉えることにしました。利用者は、様々な問題を抱えて地域生活が難しくなった人たちです。

その中に矯正施設を出た人たちもいます。開設当初と現在では利用者が持つ障害がまったく異な

っています。ひとりひとりの「生きにくさ」を理解しなければ支援はできません。その「生きに

くさ」は、支援をする私たちが考える「生きにくさ」ではありません。本人が考える「生きにく

さ」です。 

本研修では、法人理事飯島恵子さんが聞き手となり、かりいほの利用者Ｉさん（男性）、Ｓさ

ん（女性）が自分の人生を語りました。語りの中で本人の「生きにくさ」が浮き彫りになり、

「かりいほ」の支援を受けて「生きにくさ」を抱えながらどう生活しているかが話されました。 
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第 4回 「なすの郷 高館まつり」  
 

秋晴れのなか２日間に渡り校舎内外で高館まつりに参加致しました。（平成 25年 11

月１６～１７日 旧黒羽町立両郷中学校跡にて。）日々の創作活動及び農産物等の販売を

実施しました。 

 

かりいほブース 室内での創作活動展示 

羽根田君の折り紙 
良友君の陶芸 

 

勉君の綿あめに長蛇の列で

した。 

お茶の試飲 

かりいほの野菜 結び織り実演 
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かりいほ便り 年３回発行（６月、１０月、２月） 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

『かりいほ応援団』会員募集のお知らせ 

 

○年会費 （個人会員）一口 ２，０００円   （終身個人会員）一括納入２０，０００円 

     （団体会員）一口 ５，０００円        ＊一口以上でお願い致します。 

○申し込み方法  下記の口座にお振込みください。 

〈ゆうちょ銀行〉振替口座番号 ００１１０－４－２９１２５６ 

    加入者名 『かりいほ応援団』 
  ※通信欄には会員種別と連絡先（郵便番号、住所、名前、電話番号等）の明記を     

お願いします。 

１月頃に６羽のうさぎの赤ちゃんが誕生しました。元気にすくすく育ってい

ます。かりいほでは、このかわいい赤ちゃんを大切に育ててくれる方を探し

ています。ご希望の方はかりいほまで連絡お願いします。  

白 ２羽  灰色 １羽 

三毛 ２羽  黒・茶ミックス １羽    
 

写真は２月中旬頃のもの。                

性別ははっきりしていません。 


